
 

 

85 とう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

わが国の春の風物詩でもある桜景観は古来より野生種ヤマザク

ラ（Cerasus jamasakura (Siebold ex Koidz.) H. Ohba var. 
jamasakura）を主体とするものであった。ところが，江戸時代

末に栽培品種であるソメイヨシノ（Cerasus×yedonensis 
‘Somei-yoshino’）が出現すると，明治時代を経て急激に日本

中に広がり 1 )，桜といえばソメイヨシノという概念がこの150年

あまりで社会的に定着するようになった。現在，日本の桜景観の

原点としてのヤマザクラを主体とする桜景観の名所は，奈良県吉

野山，京都府嵐山，新潟県橡平などの数ヶ所を除きあまりない。 
奈良県吉野山は古来よりヤマザクラの桜景観の名所として全国

的に親しまれている。吉野山の桜景観については，これまで文学

作品の解題による分析が多くを占めている例えば2 )，3 )。社会的視点

から桜山の環境保全活動を分析したもの 4 ) もあるが，生物体とし

ての樹木の観点から桜景観を議論したものは見当たらない。昨今，

生物多様性の主流化が社会的課題となる中，わが国の固有種であ

るヤマザクラによる桜景観の再形成が目指される可能性もある。

現存するヤマザクラの桜景観について，その景観維持のメカニズ

ムを自然科学的な視点から考察することは今後の多様な桜景観を

形成していく上で重要なことと考えられる。 
ヤマザクラは一般に開花と葉の展開が同時期に見られることが

知られている 5 )。落葉広葉樹では光合成能力が葉の展開完了直前

に最大値に達する 6 )ことから，ヤマザクラの場合開芽時期の気象

条件が葉の光合成を通じその後の樹木の生育に影響すると考えら

れる。また温帯植物は15℃以下になると極度に生育が鈍化する 7 )。

ヤマザクラの開芽時期は4月であり，低温に遭遇するリスクも大

きい。しかし，ヤマザクラは開芽のタイミングに顕著な個体差が

あり 8 )，9 )，そうした気象環境の変化に対して耐性が備わっている

と予想され，吉野山の桜景観維持に貢献している可能性がある。 
本研究は，ヤマザクラの桜景観の名所として長年にわたり親し

まれている奈良県吉野山のヤマザクラ樹林を対象に，ヤマザクラ

の開芽の個体差が桜景観維持に果たす役割について，開葉と低温

凍結ストレスの経年変化に着目して考察することを目的とした。 

２．方法 

（１）調査地の概要 

吉野山は奈良県のほぼ中央に位置する吉野町に所在する（図－

1）。1936年に吉野熊野国立公園に指定され，2004年には世界文

化遺産「紀伊山地の霊場とその参詣道」の一部として登録された。

吉野山のヤマザクラの由来は奈良時代にまで遡り，役行者がヤマ

ザクラの材を用いて蔵王権現を彫ったところから始まるとされる。

以来，修験道の御神木として各時代を通じて植栽されてきた歴史

があり，文学的な記録からもすでに 1000 年以上にわたって桜景

観が持続してきた土地である。ヤマザクラを主とする植栽樹林地

が標高約200m～約750mにわたり広がっている。吉野山は下千

本，中千本，上千本，奥千本とよばれる主に 4 つの区域があり，

それぞれ重要な桜の名所として親しまれている。 
現在，樹林地管理は奈良県と吉野山保勝会が分担しており，吉

野山保勝会管理地では年間を通じた下草刈り，植栽，施肥などを

行なっている 10 )。植栽苗木は基本的に吉野山に生育するヤマザク

ラから種子を採り育てられているが，カスミザクラがわずかに混

じることがある。また，栽培品種のサクラ類が一部に植えられて

いる 11 )。 
（２）開芽状態の把握 

１）花芽と葉芽の判定区分 
本研究では開芽時期，葉や芽鱗の形状からヤマザクラと判断さ

れた個体のみを観察対象とした。ヤマザクラは花芽と葉芽がほぼ

同時に開く性質があることから両芽を対象に判定方法を検討した。

2010 年の開芽期に予備的な開芽調査を実施し適切な判定方法に

ついて考案した（図－2）。 
花芽の開芽段階は，芽鱗，苞，萼片，花弁などの花を構成する

部位の状態を指標にA～Gの7段階に区分した。その区分に当て

はまる芽が個体の樹冠全体で何割を占めているかを基準にして花

芽の樹冠ステージを 17 段階に設定した。一方，葉芽の開芽段階

は，芽鱗，鱗片葉，葉身，葉柄，当年枝の状態ならびに葉色を指

標にⅠ～Ⅸの9段階に区分した。それに基づき葉芽の樹冠ステー

ジを9段階に設定した。 
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花芽および葉芽の状態は，樹冠全体と樹冠下から目視または双

眼鏡を用いて観察した。これらの記録データに基づき，花芽の場

合は樹冠ステージ 5 を「開花」の出現，樹冠ステージ 10 を「満

開」，樹冠ステージ11～13を「落花」として扱い，個体毎の出現

日を求めた。葉芽については，樹冠ステージ 3～樹冠ステージ 8
までの各出現日を求めた。各樹冠ステージの出現日ごとの個体数

を計数し，プロット内の全個体数に対する積算の個体数変化割合

を算出した。なお，出現日は1月1日を起算日とするDOY（Day 
Of Year）を用いた。例えば，DOY90は3月31日，DOY100は

4月10日を表す。 
２）2011年における開芽調査 

2011年3月29日（DOY88）～4月23日（DOY113）に吉野

山において開芽判定を実施した。地点選定にあたって桜名所の景

観として重要な北向き斜面，そして対照として南向きの尾根筋，

谷底といった地形条件を考慮し，6地点の個体群，合計171個体

について調べた（図－1，表－1）。一日の中でも個体の開芽状態

に差異があると考えられたため，7 時頃に「五郎兵衛茶屋」から

観察を開始し，9 時台に「大曲り」，11 時前後に「高城山」，14
時～15時台に「塔の尾上」，17時台に「ほおずき尾上」，18時台

に「ほおずき尾下」という一定の観察経路と通過時間を設定した。 
なお，4月3日（DOY93）は雨天のため樹冠の観察が困難であ

ったことから，「高城山」，「大曲り」，「塔の尾上」のそれぞれ全個

体について開芽判定を実施できなかった。4月15日（DOY105）
についても同様な理由により，「塔の尾上」37個体，「ほおずき尾

上」及び「ほおずき尾下」全個体で観察ができなかった。本研究

では，個体群の変化の推移を知ることが目的であるためこれらの

両日の開芽状態については前日と同じ状態として解析を実施した。

これは観察困難日が雨天であり，また日中の気温上昇が比較的少

ないことを考慮し，生育が鈍化するという仮定に基づいている。 
さらにヤマザクラの開芽状態と比較するため，ソメイヨシノの

開芽状態についても観察した。ほおずき尾の南西向かいに位置す

る「七曲り」（標高300ｍ付近）にて4個体，そして「高城山」に

おいて2個体を記録した。ソメイヨシノの葉芽の場合，出葉から

展開まで緑色を維持するため，葉の大きさや当年枝の伸長度合い

によって葉芽の樹冠ステージ5以降の判定を行なった。 
（３）気温測定 

気温測定には自記温湿度計おんどとり（T&D社 TR-77Ui）を

使用した。センサー部を覆うように自作のシェルターを取り付け，

地面に打ち込んだ単管に塩ビパイプを差し込み，その上部にシェ

ルターを固定した（写真－1）。シェルターはステンレスパイプ（φ

30mm）に園芸用皿を 6 枚取り付けたものであり，日射を遮り，

降水でセンサー部が濡れないよう，かつ自然に通風がされるよう

な構造とした。センサーの位置は地面からの高さが1m～1.5mの

範囲内に収まるようにした。温湿度計は吉野山全体の小気候スケ

ール（数キロメートル程度）の現象を把握するため，「高城山」か

ら「ほおずき尾下」まで標高差にして約 500ｍにわたり合計 10
地点に設置した。2010 年 2 月より観測を開始し，気温と湿度の

値を10分おきにデータロガーに記録させ，概ね50日間隔でデー

タ回収を実施した。本研究では，そのうち6地点（表－１）にお

ける2010年並びに2011年のそれぞれ3月22日（DOY81）～4
月30日（DOY120）の気温データを解析対象とした。「ほおずき

尾下」，「五郎兵衛茶屋」，「高城山」は 2012 年の同期間の気温デ

ータも使用した。00時00分～23時50分を1日とし，最も低い

値を示した10分計測値を日最低気温として求めた。 
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図－2 樹冠全体の開芽段階判定基準 

「①開芽段階の判定図」から個芽の開芽を判定（花芽：A～Gの7区分 葉芽：Ⅰ～Ⅸの9区分）。

「②樹冠全体の判定表」に基づき，花芽と葉芽の樹冠ステージを決定。 

表－1 吉野山６個体群と気温観測点の立地特性 

個体数 樹高（m） 胸高直径（cm） 分布標高（m） 地形  標高（m） 斜面方位 傾斜角度（°）

　　高城山 30 10.6  ± 2.0 32.9  ± 6.3 676～696 斜面 684 N90W 29

　　大曲り 20 13.4  ± 1.1 39.9  ±14.2 504～534 斜面 514 N54W 37

　　五郎兵衛茶屋 28 11.9  ± 3.1 42.9  ±20.7 330～350 斜面 356 N10W 26

　　塔の尾上 55 10.3  ± 2.0 26.5  ±10.1 310～370 尾根 372 S50W 20

　　ほおずき尾上 23  8.4  ± 1.4 23.2  ± 5.7 306～317 尾根 310 S66W 13

　　ほおずき尾下 15 14.1  ± 2.5 39.2  ±10.8 216～243 谷底 215 N90W 22

地点名
観察個体群 気温観測点

※樹高と胸高直径は2010年12月に計測した値。平均±標準偏差を示す。

 

 観測塔の突端部のシ

ェルター内にセンサ

ーを配置。 
 

写真－1 温湿度計の設置状況（五郎兵衛茶屋） 

五郎兵衛茶屋

塔の尾

ほおずき尾 上

ほおずき尾 下

大曲り

高城山

吉野広域消防本部（宮滝）

七曲り

下千本

中千本

上千本

吉野山

大阪府

京都府

三重県

和歌山県

奈良県

広域図

 
図－1 調査地の位置 
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（４）1995年～2012年の開花記録データと気温データ 

１）吉野町発表の開花記録データ 
吉野山が所在する吉野町役場のホームページでは，平成元年

（1989年）から毎年の開花記録データ「吉野山桜開花状況調べ」

を公開している 12 )。下千本，中千本，上千本，奥千本の4地域ご

とに「開花」，「見ごろ」，「葉ざくら」の各出現日を記録している。

本研究では1995年～2012年までの開花記録データを用いた。 
なお，吉野山観光協会長を務めていた方からの聞き取りによれ

ば，この記録データは開花期の観光動向に配慮しつつ発表してい

る面もあるとのことであった。「吉野山桜開花状況調べ」の記録デ

ータ自体に各出現日の判定基準についての客観的な記述はないた

め，本研究では花芽及び葉芽の判定基準（図－2）に基づき，2011

年開芽期の各樹冠ステージの個体数変化割合と「開花」，「見ごろ」，

「葉ざくら」の各出現日を比較した。 
２）吉野広域消防本部における気温データ 
吉野山「五郎兵衛茶屋」を基準にして北から東 60°方向に約

4km 離れた吉野広域行政組合消防本部（以下，消防本部とよぶ。

所在地は吉野町宮滝。標高 182m，北緯 34°22′41.1″，東経

135°53′58.7″）における気象観測資料を用いた。気象観測装

置（日本エレクトリックインスルメント社製造）は消防本部建物

内，また風向風速計や雨量計などの観測器材は消防本部建物屋上

（地表面からの高さは約15m）の方形壁に囲まれた空間の最上部

に設置されている。 
消防本部では 1995 年 4 月より観測が開始され，1 時間ごとの
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図－3 吉野山６個体群における2011年開芽期の個体割合変化と気温時間特性 
個体割合（折れ線グラフ・左縦軸）：葉芽の樹冠ステージ（実線），花芽の樹冠ステージ（破線）。 

気温時間（棒グラフ・右縦軸）：0.0℃以下（□），0.1℃～5.0℃（■），5.1℃～10.0℃（■），10.1℃～15.0℃（■），15.1℃～20.0℃（■），

20.1℃～25.0℃（■），25.0℃以上（■）。棒グラフの添え字は気温時間の実数。 

横軸は1月1日を起算日とするDOY（Day Of Year）。DOY90は3月31日。 

DOY上のマークは「吉野山桜開花状況調べ」（吉野朝発表）に基づく。横向き△は「開花」，丸止め線は「見ごろ」，横向き▲は「葉ざくら」。「ほ

おずき尾上」「ほおずき尾下」は「下千本」，「塔の尾上」「五郎兵衛茶屋」は「中千本」，「大曲り」は「上千本」のデータを示す。 
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風向風速，気温，湿度，気圧，雨量などに加え日最高気温，日最

低気温，天気概況（目視）などのデータが印字された日報並びに

月報（日別値）の紙資料が保存されている。消防本部より適宜紙

資料を借り受け，データを手入力によりExcelに打ち込み電子化

した。紙資料として印刷されていない日報や月報があり，データ

の欠損日が若干ながらみられた。 
本研究では1995年～2012年のそれぞれ3月22日（DOY81）

～4月30日（DOY120）の日最低気温データを使用した。そのう

ち2009年3月31日のみが欠損日であった。 
 

３．結果 

（１）吉野山各地点個体群における2011年開芽期の状態 

１）ヤマザクラの開芽個体の割合変化 
図－3 によれば，①：いずれの地点でも花芽や葉芽の各樹冠ス

テージの個体数変化はおおむね S 字状の曲線となっていること，

②：あるDOY に着目すると複数の樹冠ステージが同時に描かれ

ていることになり，個体群内の個体差が表現されていること，③：

花芽の「開花」樹冠ステージは葉芽の樹冠ステージ 4 と 5 の間，

「満開」は葉芽の樹冠ステージ 5 と 6 の間，「落花」は葉芽の樹

冠ステージ7とほぼ隣接するようにそれぞれ分布すること，とい

った特徴がみられる。 
吉野山の桜名所として重要な「五郎兵衛茶屋」の個体群に着目

すると，4月2日（DOY92）に葉芽の樹冠ステージ3に達した個

体が現われ，4月8日（DOY98）には全ての個体が樹冠ステージ

3に達していた。このうち35%程度の個体が葉芽の樹冠ステージ

4の状態となっていた。 
個体群の立地によって各樹冠ステージの出現のタイミングが異

なる傾向がある。例えば，全個体数の50%以上が「開花」に達す

る日は，「ほおずき尾下」で4月10日（DOY100），「ほおずき尾

上」で4月8日（DOY98），「塔の尾上」で4月9日（DOY99），
「五郎兵衛茶屋」で4月11日（DOY101），「大曲り」で4月13
日（DOY103），「高城山」で 4 月 18 日（DOY108）となってい

る。とくに「大曲り」と「高城山」を比較するとその差は5日間

あり，「高城山」の個体群は標高の低い個体群と比較して樹冠ステ

ージの進行が遅いことがわかった。 
２）ソメイヨシノの開芽状態との比較 
「高城山」ではヤマザクラ個体群に隣接する2 個体のソメイヨ

シノについて継続観察を行なった。2個体とも「開花」は4月14
日（DOY104）であり，4月18日（DOY108）に「満開」に達し

た。4月23日（DOY113）には「落花」の状態がみられた。この

2 個体の「満開」のタイミングは，ヤマザクラの最も早かった 1
個体と同じであった。一方で，葉芽の樹冠ステージ3が4月7日

（DOY97）に認められ，ステージ 4 が 4 月 15 日（DOY105），
ステージ 5 が 4 月 23 日（DOY113）に出現した。ヤマザクラの

個体群のうち約9割が葉芽ステージ5に達したときに，ソメイヨ

シノの葉芽の樹冠ステージ5が出現した。下千本の「七曲り」で

のソメイヨシノ4個体の「開花」はいずれも4月6日（DOY96），
「満開」は4月11日（DOY101）～4月12日（DOY102），「落

花」は4 月 15 日（DOY105）前後と判断された。葉芽は4 個体

とも4月16日（DOY106）～4月17日（DOY107）に樹冠ステ

ージ5に達していた。4月17日（DOY107）に「ほおずき尾上」

ではヤマザクラの葉芽の樹冠ステージ5にほぼ全個体が達し，そ

のうちステージ6の個体が約2割，ステージ7が5割，ステージ

8が約1割を占めていた。同様に「ほおずき尾下」では約9割が

ステージ5であり，そのうちステージ7と8が約2割ずつ占めて

いた。 
３）吉野町発表の開花期間データとの比較 
個体群の立地を考慮し，「ほおずき尾下」，「ほおずき尾上」には

下千本，「塔の尾上」，「五郎兵衛茶屋」には中千本，「大曲り」に

は上千本のデータをそれぞれ当てはめた。いずれの個体群でも「見

ごろ」の期間は，花芽の樹冠ステージ「満開」や「落花」の曲線

が急上昇する時期と重なっていた。また，葉芽の樹冠ステージで

も 5～7 の曲線の傾きが大きい。これらのことから「見ごろ」が

示す期間は花芽とともに，葉芽の生育が顕著に見られる時期であ

ることがわかった。つまり，ヤマザクラの成長を考える上で非常

に重要な時期とも言い換えられる。 
（２）2011年における低温・凍結ストレス時間特性の推移 

0.0℃以下（ここでは「凍結ストレス」とよぶ。）となった時間

の推移をみると（図－3），全般的に葉芽の樹冠ステージ3より以

前に1 週間前後継続してみられた。3 月24 日（DOY83）～4 月

7 日（DOY97）の期間に着目すると，「ほおずき尾下」では標高

の高い「大曲り」～「ほおずき尾上」よりも凍結ストレス時間が

比較的長い。さらに，それらの地点で凍結ストレス時間が見られ

ない日にも「ほおずき尾下」では観測されている。それ以降の時

期には「高城山」の4月21日（DOY111）に4.7時間，「ほおず

き尾上」で4月18日（DOY108）に2.7時間，4月22日（DOY112）
に5.7時間が観測された。続いて0.1℃～5.0℃の範囲（「強い低温

ストレス」とよぶ。）となった時間をあわせてみると，やはり 3
月下旬には1日の1/3～2/3は5℃以下の時間となる日が連続的に

あらわれるが，4月以降は3～4日おきに断続的に出現した。 
（３）吉野山中千本における低温・凍結ストレス状態の経年変化 

１）３観測点と宮滝観測点における日最低気温の比較 
宮滝にある消防本部（以下，宮滝観測点とよぶ。）で観測されて

いる気温データは，吉野山に最も近く，長期にわたって継続的に

記録が残っており，吉野山の気象状態を分析するうえで大変貴重

なものである。しかし，宮滝観測点と吉野山各観測点では標高や

立地条件も異なり，気温特性についてその関係性を知る必要があ

る。そこで，本研究では低温・凍結ストレスの指標となると考え

られる日最低気温に着目し，宮滝観測点と「高城山」，「五郎兵衛

茶屋」，「ほおずき尾下」について比較を行なった（図－4）。それ

ぞれ両者の観測値が揃う2010年～2012年の3ヶ年分を対象とし，

「吉野山桜開花状況調べ」で記載される期間を含むように3月22
日（DOY81）～4月30日（DOY120）の値を比較した。 
「ほおずき尾下」から「五郎兵衛茶屋」，「高城山」にかけて標

高が高くなるにつれて，宮滝観測点と各観測点における日最低気

温の分布のばらつきが大きくなる。つまり，谷底に位置し，標高

も同じような「ほおずき尾下」では「宮滝観測点」と出現傾向が

より近いといえる。一方で，「高城山」では宮滝観測点の日最低気

温に対する気温値の変動が大きく，寒暖の差が他2点よりも顕著

に現われることがわかる。「五郎兵衛茶屋」はその中間の特性を示

している。図中の破線は，宮滝観測点と各地点における日最低気

温の差についての95%信頼区間（宮滝観測点の日最低気温±宮滝

観測点と当該観測点の日最低気温差の標準偏差*1.96）を示し，

0℃以下，0.1～5.0℃，5.1～10.0℃，10.1～15.0℃の区分で求め

た結果である。0℃以下の場合 95％信頼区間の幅は，いずれの地

点でも0.1～5.0℃，5.1～10.0℃のそれより小さいことがわかった。 
２）中千本の「見ごろ」と日最低気温発現確率の経年変化 

1995 年～2012 年の全 18 年間のうち中千本の「見ごろ」の時

期に宮滝観測点で日最低気温が0℃以下となった日は，1996年に

1日，1998年に２日，1999年に2日，2000年に1日，2007年

に3日，2009年に1日，2010年に2日あり，計7カ年であった

（図－5）。割合にして約4割であり，いずれも「見ごろ」の前半

に現われていた。中千本を代表する「五郎兵衛茶屋」の日最低気

温については実測値がないため，前項で用いた日最低気温差の

95%信頼区間の下限値（破線）で代用した。これは，実線と破線

との間の領域において，宮滝観測点である日最低気温を示したと
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図－5 1995年～2012年各開芽期における低温凍結ストレスの 

経年変化 
気温（折れ線グラフ）：実線は宮滝の日最低気温，破線は図－4 五郎兵衛茶屋における

各気温帯の95%信頼区間の下限値を宮滝の日最低気温から減算した値。 

灰色帯：「吉野山桜開花状況調べ」による中千本の「開花」，「見ごろ」，「葉ざくら」を

示す。「見ごろ」は濃灰色の領域。 

きに「五郎兵衛茶屋」の日最低気温が宮滝観測点のそれを下回る

ことが47.5%の確率で発現することを意味する。下限値（破線）

が0℃以下となった年は12ヶ年となり，そのうち「見ごろ」の前

半にその発現がみられたのは7ヶ年，後半は7ヶ年であった。2007
年，2010年，2011年には「見ごろ」の前後半の両者に現われた。 
 
４．考察 

（１）低温・凍結ストレス指標の妥当性と適用性 

吉野山のヤマザクラ樹林において低温凍結ストレスが経年的に

どの程度発現しているのかを推定するため，宮滝観測点と吉野山

の各所の気温観測データから日最低気温の関係を求め（図－4），
宮滝観測点と「五郎兵衛茶屋」における1995年～2012年までの

低温凍結ストレスの経年変化を明らかにした（図－5）。その結果，

 

 

 

図－4 吉野山3観測点と宮滝観測点における日最低気温の 

比較（2010年・2011年・2012年） 
破線は宮滝の日最低気温が0.0℃以下，0.1℃～5.0℃，5.1℃～10.0℃，

10.1℃～15.0℃における両者の差の95%信頼区間（3ヶ年）。 

実線より下にあるデータは宮滝よりも各観測点の方が低温。 
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写真－2 2010年4月4日にみられた低温障害（ほおずき尾）

葉芽の樹冠ステージ 7 の個体

で黒く変色している葉を確認

（白矢印） 

過去 18 年の「見ごろ」時期に宮滝観測点で氷点下を下回った年

は 7 ヶ年であった。2010 年 4 月 3 日（DOY93）から 4 月 4 日

（DOY94）にかけて宮滝観測点の日最低気温が氷点下を下回った

ときに（図－5），ほおずき尾において低温障害状況として葉が黒

色化した，葉芽の樹冠ステージ7の個体が観察された（但し，本

研究の対象個体ではない：写真－2）。観察事例は限られているが，

こうした事実から図－5 で示された低温凍結ストレスの経年変化

は低温障害の状況を推定する上で，妥当な情報を提供するものと

考えられる。 
一方で，吉野山全域での低温凍結ストレスの影響評価を考える

場合，地形条件を加味する必要がある。2011年の「見ごろ」期間

に着目すると，谷底に位置する「ほおずき尾下」で低温にさらさ

れる時間が中腹の「五郎兵衛茶屋」よりも相対的に長かった（図

－3）。山地では，一般に冷気の重力降下にともなう中腹斜面での

温暖帯の形成 13 )や斜面で発生した冷気が地形的な形状によって

溜まる「冷気湖」の形成といった現象 14 )が知られている。「ほお

ずき尾下」での低温条件はこうした地形条件に影響されたものと

考えられる。つまり，低温凍結ストレスは地形条件によりその強

さや長さが異なると推察され，低温障害も程度に差が生じるもの

と判断される。 
（２）フェノロジー個体差が桜景観維持に果たす役割 
「吉野山桜開花調べ」12 )で記録されている「見ごろ」期間は花

芽とともに葉芽の発育が顕著に見られる時期であり，ヤマザクラ

個体群の成長を考える上で非常に重要な意味をもっている。図－

3 によると，全体的に「見ごろ」の開始日には葉芽の樹冠ステー

ジ 7 に達する個体が現われ始め，「見ごろ」の後半には半数の個

体が葉芽の樹冠ステージ 7～8 に達している。この時期の気温低

下は個体群にとって影響が大きいと考えられるが，多様な開芽ス

テージをもつ個体が同一日に存在することにより，低温凍結スト

レスによる気象害リスクを分散させていると考えられる。さらに

標高差のある吉野山の桜景観には全体として個体群間の開芽時期

の差もあり（図－3），ヤマザクラ個体全てが気象害リスクの影響

を受けることがないといえる。開芽調査中には，開芽が樹冠の下

から上に向かって順次進行していく特徴も観察された。吉野山全

体としてのヤマザクラ樹林は，標高，立地，個体差，個体内の葉

の位置などによって開芽のタイミングが複雑に重なり合っている

ことがいえよう。このような重層的な開芽のタイミングは，10年

で 4 回程度発生すると見積もられる低温凍結ストレスに対して，

葉の生育を脅かすリスクを全体として軽減させる役目があると考

えられる。 
（３）今後の桜景観の維持管理に向けて 

吉野山では近年ソメイヨシノを百本単位で植栽した新植地が見

受けられ，ソメイヨシノの開芽特性がヤマザクラに引き継がれや

すい状況が生じている。本研究でのソメイヨシノ複数個体の観察

によると，個体にかかわらず葉芽の樹冠ステージがほぼ同時に進

行していくことが確認された。東京都内の異なる立地に栽植され

ているソメイヨシノを調べた事例でもほとんどが同一日に開花す

る現象が報告されており 15 )，ソメイヨシノには葉芽と花芽ともに

開芽の個体差はほぼないと判断される。また，サクラ属の遺伝子

流動についての研究によれば，ヤマザクラ個体がソメイヨシノに

より近接し，両者の開花の重なる期間が長いほど交雑した種子が

形成されることが明らかになっている 16 )。本研究でもヤマザクラ

の「見ごろ」時期にソメイヨシノが「満開」に達した。今後，吉

野山ではソメイヨシノと交雑したヤマザクラが育苗植栽され，既

存のヤマザクラ樹林内に拡大していくことも十分想定される。 
以上のようにヤマザクラの場合，仮にある個体が若葉に損傷を

受けたとしても開芽タイミングの異なる個体が連続的に存在する

ため，桜景観全体としては気象害リスクを軽減できると考えられ

た。ヤマザクラの桜景観を維持するにはやはり吉野山のヤマザク

ラから苗木を育成し，山に植え戻していくことが求められる。そ

の際，フェノロジーの個体差が桜景観の維持に少なからず貢献し

ていることを前提に，吉野山に本来生育しないサクラ類との交雑

を避けるための景観計画 11 )と，複数個体の母樹を選定し遺伝的な

多様性 17 )が確保されることが望まれる。 
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